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審査票 

 

（留意事項） 

・ 審査の際に記載内容を証明する書類の提出を求めることがあります。 

・ 「法人事業者等」とは、法人事業者及び従業員がいる個人事業者をいいます。 

・ 「フロン排出抑制法」とは、フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律（平

成 13 年法律第 64 号）をいいます。 

・ 「実施要綱」とは、東京都第一種フロン類充塡回収業者技術力認定制度実施要綱をいい

ます。 

 

１ 「対象事業者」関連 

（１） 納税等に関すること（実施要綱第２条第３号） 

➢ 審査対象期間において、充塡回収業等の実施に関連する税、社会保険料及び労働保険

料（都内の事務所・事業所について納付義務があるものに限る。）について滞納してい

ませんか。 

 

ア 滞納していない。 

イ 滞納している。 

 

（２） 不利益処分に関すること（実施要綱第２条第４号） 

➢ 審査対象期間の初日以降、フロン排出抑制法に基づく不利益処分を受けていませんか。 

 

ア 受けていない。 

イ 受けている。 

 

（３） 反社会的勢力に関すること（実施要綱第２条第５号） 

➢ 暴力団等に該当しませんか。 

 

ア 該当しない。 

イ 該当する。 

 

２ 「ベーシック項目」関連 

（１） 審査項目 B2・・B3・（フロン類の回収・運搬に関する基準（フロン排出抑制法§39③、§

44②、§46②）） 

➢ フロン類の回収・運搬に関する基準を遵守していますか。 

 

ア 遵守している。 

イ 遵守していない。 
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（２） 審査項目 B4・（各種証明書の保存・（フロン排出抑制法§41、§45①②、§59②、§70②）） 

➢ 確認証明書（写）、引取証明書（写）、再生証明書（写）、破壊証明書（写）を保存して

いますか。 

 

ア 証明書を交付・回付した日から５年以上保存している。 

イ 証明書を交付・回付した日から３年間保存している。 

ウ 保存していない（証明書を交付・回付した日から３年未満の保存を含む。）。 

 

（３） 審査項目 B5（フロン排出抑制法全般の遵守） 

➢ 上記（１）のほか、フロン排出抑制法を全般的に遵守していますか。 

 

ア 遵守している。 

イ 遵守していない。 

 

３ 「チャレンジ項目」関連 

（１） 審査項目 C9（作業員の安全確保に係る方針） 

➢ 作業員が夏季に回収作業を行う際の暑さ対策の方策など、作業員の作業時の安全確保

方針を策定していますか。策定している場合、参考とした資料名を記載してください。 

 

ア 策定している。 

（参考とした資料：                                         ） 

イ 策定していない。 

 

（２） 審査項目 C10（フロン類回収に関する研修参加の促進） 

➢ フロン類回収に関する研修への計画的な参加を促進する仕組みとして、下表のとおり

事業者区分に応じた対応をしていますか。 

事業者区分 対応 

法人事業者等 従業員が有給で研修に参加し、又は従業員の研修費用を事業

者が負担するなど、従業員の研修参加を後押しする制度（社内

規程等で規定）がある。 

従業員のいない個

人事業者 

自らの社外研修等への参加に関する中長期的な計画を策定し

ている。 

 

ア 上記の対応をしている。 

イ 上記の対応をしていない。 
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（３） 審査項目 C11（フロン類回収に関する資格取得の促進） 

➢ フロン類回収に関する資格取得を促進する仕組みとして、下表のとおり事業者区分に

応じた対応をしていますか。 

事業者区分 対応 

法人事業者等 資格取得に係る試験、講習時の休暇制度を設け、又は受検費用

を事業者が負担するなど、資格取得者数の増加を促進する制

度（社内規程等で規定）がある。 

従業員のいない個

人事業者 

上位資格等の取得に向けた中長期的な計画を策定している。 

 

ア 上記の対応をしている。 

イ 上記の対応をしていない。 

 

（４） 審査項目 C12（人材戦略の立案） 

➢ 経営課題を解決するため、下表のとおり事業者区分に応じた対応をしていますか。 

事業者区分 対応 

法人事業者等 中長期的な視点でフロン回収人材の確保に向けた課題を把握

し、その対策を立案している（フロン回収人材の今後の確保見

込み、確保時期・方法、国制度の活用時期・内容など）。 

従業員のいない個

人事業者 

中長期的な視点で自らが有するフロン回収技術の確保に向け

た課題を把握し、その対策を立案している（確保時期・方法・

内容など）。 

 

ア 上記の対応をしている。 

イ 上記の対応をしていない。 

 

（５） 審査項目 C15（フロン対策講習会の内容確認） 

➢ 東京都及び一般社団法人東京都冷凍空調設備協会が主催する「フロン対策講習会」の

内容を確認していますか。 

 

ア 講習会に参加し、確認している。（   年度開催の講習会） 

イ ホームページ上の動画を視聴し、確認している。 （   年度開催の講習会の動画） 

ウ 確認していない。 
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（６） 審査項目 D3（関係者への助言・情報提供） 

➢ フロン類の大気中への排出抑制に必要な助言や情報提供について、以下のうち実施し

ているものに○印を付してください。（複数回答可） 

 

ア 廃棄等実施者等の関係者に対する、回収時における作業内容や作業目的の説明及

び適正な廃棄を促すための助言や情報提供 

イ 機器管理者（特に恒常的に大量のフロン類を排出している者）に対する、回収率

デ―タを活用した排出抑制の取組等の促進 

ウ 元請業者に対する、建築物の解体工事に伴うフロン類回収作業における事前確

認・説明 

エ 他の充塡回収業者に対する、効率的な回収方法等に関する情報提供 

オ 旧式機器の管理者に対する、機器更新等や適切な点検・保守に関する助言 

カ その他（               ） 

 

（７） 審査項目 D4（フロン対策の社会的な意義・必要性） 

➢ フロン類が地球温暖化に与える影響、機器廃棄時におけるフロン類回収率の現状等を

理解していますか。理解している場合、参考とした資料名を記載してください。 

 

ア 理解している。 

（参考とした資料：                           ） 

イ 理解していない。 

 

（８） 審査項目 D5（フロン排出抑制に関する周知） 

➢ インターネットやパンフレット等を活用したフロン類の大気中への排出抑制に必要

な周知について、以下のうち実施しているものに○印を付してください。（複数回答可） 

 

ア フロン排出抑制法に基づくフロン回収の必要性（インターネット活用） 

イ フロン排出抑制法に基づくフロン回収の必要性（パンフレット活用） 

ウ 家電リサイクル法に基づく家庭用エアコンのフロン回収の必要性（インターネッ

ト活用） 

エ 家電リサイクル法に基づく家庭用エアコンのフロン回収の必要性（パンフレット

活用） 

オ その他（               ） 


